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まちへの方向性

従来のホールは、観客が演者を見るという一方的な関係性に合わせて空
間が用意されてきました。今回の複合施設では、演者による音楽・舞台
芸術のみならず、広く市民に開かれた多様な文化活動の場を実現するた
め、二項対立的な「舞台⇔客席」の緊張感から解放された空間を目指し
ます。そのために私たちは、建築と舞台の原初的な構成要素を見直し、「ハ
シラ」「サジキ」「ミチ」に基づく建築・ホールの在り方を提案します。

・①鉄骨造の「ハシラ」と大屋根、②RC 造の「サジキ」コア、③
鉄骨の束ハシラの３つの要素により、全体の架構を構成します。
・ハシラと大屋根がメインフレームとなり、サジキ コアがサブ
構造として入れ子状になる構成とします。サジキ コアと束ハ
シラが水平耐力を負担することで、メインフレームの大スパン
を実現し、多様な空間用途に対応可能な大空間をつくります。

「見る・見られる」の関係が流動し、観客・演者・地域住民が「居やすい」ホール

活動を支え、重なり合う構造

人々の拠り所となるハシラ

【熱環境】：コアの屋根へ
の直射日光を大屋根が遮
ることで、夏季の空調負
荷を低減します。また、
大ホールでは、屋根とコ
アの隙間が客席・舞台の
自然換気経路になるとと
もに、コアが直接外気に
触れないことで、舞台お
ろしの発生を防ぎます。

【音環境】：コアと外壁・
屋根の間が空気層となる
ことで、建物外周の大部
分をガラスとして外部に
開きながらも、全体とし
ての十分な遮音性能を確
保します。

入れ子状による合理的な環境計画

①認知：大ホールホワイエと一体的な常設展と災害文化ライブラリー
②創造：メモリアルホールから視線が通る市民活動スペースと工作工房
③実装：メモリアルホール､リハーサルラウンジと一体的に利用できる多目的交流スペース
④発信：駅の近くで企画展を開催し、イベント時は交流ロビーゾーンと一体利用。

① ② ③ ④

移動客席がミニ劇場となり
多様な用途に対応可能。

柱に囲われた舞台（出雲の阿国が能舞台を歌舞伎に代用）
と、高見の桟敷席（「阿国歌舞伎図屏風」）

4 本柱で支える屋根
①ハシラ (S)800x800

日射遮蔽

暖かい空気

自然採光

遮音

遮音

③束ハシラ (S)500x500
②サジキ コア (RC)400 厚

客席が舞台へと横に移動
サラウンド形式の大ホール

メモリアルホールの拡張、
あるいは側舞台として利用

リハーサル室を利用した
発表会・講演会など 災害文化を継承し、発信するプログラム

1. ハシラ / サジキ / ミチによって生まれるホール 建築空間の魅力と総合デザイン

青葉山エリアの中での景観的位置づけ

立ち寄りやすく多様な時間を過ごす人々が共存する空間づくり

施設計画・動線の合理的解決と実現性

通常時 サラウンド形式時 小ホール舞台を開放時 公開リハーサル時

2. 仙台のまちを見守るサジキとしての施設

・4 本のハシラと水平な屋根スラブによるシンプルな架構が、高さを変
えながら連なることで、大ホールのフライタワーの高いボリューム感を
軽減し、広瀬川から青葉山へと続く木々の景観に馴染む形態とします。
・南東側に向かって屋根高さを下げることで、屋根の間のハイサイドガ
ラスから自然光を室内に取り込むとともに、メインのエントランスとな
る駅への顔にも配慮します。

山と川に沿って連なる原初的な架構

・室内外に落ちるハシラは、東西方向に立ち並ぶことで、緩や
かにまちと対峙する方向性をつくり出しています。この方向
性に沿って、屋上テラスや 3F のクワイエットスペースから広
瀬川越しに仙台のまちを臨み、思いを馳せることができます。
・方向性のあるハシラと対応する大屋根による建築は、まちに
対する大きなサジキ（＝高見席）となり、震災メモリアル拠
点として相応しいアイコンになることを目指します。

仙台のまちと対峙し、展望しながら思いを馳せる場

3. 人と文化が寄り合うオープンスペース

・林立するハシラは、サインや案内板・掲示板を設え
ることで、細やかな動線計画と案内が可能となりま
す。また、特定のハシラに特徴（サイン）を施すことで、
遠くから目的地が分かるような工夫をすることがで
きます。
・太い柱は人々が寄りかかることができ、小休憩や待
ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。
・特に中央の震災メモリアルゾーンにおいては、東西
方向の柱の並びが象徴性を帯び、心の拠り所となる
ような空間を目指します。

災害時の対応
・避難所となった際には、
サジキが市民の避難エリ
ア、ミチが物資動線や配
給エリアとして機能しま
す。可変的なプランのた
め、様々なゾーニングに
柔軟に対応できます。
・水害時に地下への浸水
を防ぐため、止水板を設
けるとともに、スロープ
前に小上がりをつけます。

4. 開放的な表のミチと合理的な裏のミチ

古来より建築の柱は、空間の分割、視線・動線の操作といった視覚的・
心理的な効果を持ってきました。能楽においても、4 つの柱が観客の視
線を集める舞台領域を示すとともに、シテが舞う目印になるとされてい
ます。本提案では、このような多義的なハシラを様々なスパン・高さで
配置することで、空間を緩やかに分け、多様な活動の下地を用意します。

「ハシラ（柱）」：居場所・活動範囲の目印となり、緩やかに領域を規定する

一段高く設けられた観覧席を桟敷と呼びます。本来は演劇や祭礼を良く
見ることができる上等席ですが、一方で、周囲からよく見られるという
性質も持ち合わせています。このように「見る・見られる」の関係が双
方向に発生する場こそが、音楽・舞台はじめとする芸術文化を存分に享
受するのに相応しいと考えています。

「サジキ（桟敷）」：見る場でありながら、同時に見られる場ともなる

本計画の施設は、音楽・舞台から災害文化といった実に多種多様なプロ
グラムが複合し、仙台フィルから市民まで様々な演者が想定されること
から、個々の領域を繋ぐ動線を設けることで、文化と文化、人と人の交
流や創造的取組の拡大を図ります。単なる諸室の廊下ではなく、ハシラ・
サジキの間を縫いながら、奥性を持ったミチとすることで、先の活動が
気になる魅力的な動線を実現します。

「ミチ（路）」：個々の場から場を繋ぐ、道行きの過程
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駅前のエントランスは
多様なイベントを支える大空間

移動客席（ｻﾗｳﾝﾄ゙ 形式）
※横移動して、ﾒﾓﾘｱﾙﾎー ﾙに常設

地下駐車場へのスロープ

駐車場が、屋外ステージを
備えたイベント広場となる

車寄せとなる
軒空間

車椅子 WC 以外は半地下
とし、混雑時に行列が
1 階に溢れかえらないよう配慮

客席下部を空調チャンバー
として利用

防音二重ガラスによる開口

熱せられた空気を循環させ、
冬季の空調負荷を低減する

敷地北側から続く屋外通路

入れ子状により舞台おろしを防ぐ

天井・壁ともに折れ面をつくり、最適な音環環境をつくる

入れ子状により遮熱性・遮音性を高め、空気の通り道を確保
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音楽
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小ホール 舞台上部

屋上テラスと一体的に利用できるレストラン

東側屋外広場に沿って、
災害文化を享受できる
ミチを計画

各々が束ハシラに寄り添い、静かに仙台のまちを眺める
クワイエットスペース

大ホールの 3 階席ホワイエとつながる展望テラス

イベント・情報発信の場となる
大空間のエントランスロビー

エントランス / 発信の場
ゾーン 2

小ホール / 実装と創造の場
ゾーン 3

中心メモリアルの場
ゾーン 4

大ホール / 認知の場

楽団員・演者がくつろぐ「仙台フィルラウンジ」
式典などのイベント時には、メモリアルホール

（多目的交流スペース）と一体的に利用できる

大ホールの舞台背面上部に開口を設ける
ホール開放時や特別な公演時には幕が上がり、
3 階のミチからホール内部を見下ろせる

楽屋郡は、演者の移動や搬出入のしやすさを考慮し、
直線状の通路で整形なプランとする

ホワイエの半地下トイレ上部を
屋外ステージとして利用し、
駐車場がイベントスペースとなる

庇下に車椅子用駐車場 (4 台 )

大型バスが回転できる車路幅を確保

駅のテラスから、
屋外広場を見下ろすことができる

一般車両の出入口は搬入車両の出入口と
別に設けることで、安全性に配慮

様々なイベントに対応できる
吹抜け大空間を用意

建物の屋根が近接し、
駅まで雨に濡れない動線

駅・国際センターへと
続く南北のミチ

駅へ

ホール開放時は
通り抜けができるミチ

3 階にも展開するミチ
ワークショップ活動
が滲み出る

常に通行可能なミチ

外部から２、3 階のミチに繋がる階段
学生や地域住民が駅へ向かう日常動線として利用できる

物資搬入動線
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中央列は千鳥配置として
視認性を高める

防音ガラスにより、
表動線のミチから中の様子が見える

（カーテン・幕などで隠すことも可能）

使用しない際は、
表動線とつながる

表動線から視認しやすい
吹抜けに面して計画

日常的な表動線と
一体化した、
災害文化の展示

屋外広場を見下ろす
駅テラスと見る / 見られるの
関係が生じる

保護者はレストランで
くつろぎながら、
子どもが遊ぶ姿を見ることができる

エントランスから視認性が良く、
2, 3 階を通るミチから立ち寄りやすい
位置に計画

イベント時にはキッチンカー等が集まる広場となる

駅への通り抜けとして施設内を通るミチを計画
日常動線の中で、工房や練習室といった文化活動を垣間見える

復興コンサートなど特別な公演時には、防音ガラス越しに大ホールと展望テラスと連続させることも可能 中ノ瀬橋から見た風景 / 大ホールのホワイエと展望テラスで賑わっている様子が見えるハシラとハシラの間を縫う南北のミチが来訪者を迎え入れ、音楽をはじめとする文化活動が滲みだす メモリアルホールでは大ホール用の移動式客席を常設し、式典やミニコンサートが開催される
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EV・大ホールのサラウンド形式を実現する移動式客席は、地下に収納せず、横移動して中央の「メモリアルホー
ル」に常設します。メモリアルホールは、日常的にミニ劇場・ロビーとして使用されるだけでなく、震災メ
モリアルの式典の場や、小ホール舞台・舞台芸術リハーサル室との一体的な利用を想定しています。

移動式客席を有効活用するメモリアルホール

・大ホール、小ホールのホワイエは、使用していないときは表動線とつ
ながるミチとなります。さらに大ホールについては、オーケストラピッ
ト部分もミチとして開放し、交流イベントロビーから駐車場イベント広
場へと至るミチを出現させます。
・災害文化関連施設は、「認知」「創造」「実装」「発信」のテーマに沿って、
常に通行可能な東側のミチと一体化することで、表動線のシークエンス
とリンクした分かりやすいプログラムを実現します。

日常と祝祭で入れ替わるミチ空間

・敷地北西部に駐車場の車侵入口を新設し、
一般車両と搬入車両の車路を分離することで
安全性を高め、スムーズな搬入経路を実現し
ます。
・貴賓や著名人の来館に配慮するとともに、
地下機械・設備の更新・メンテを考慮して、
地下駐車場を設けます。また、小ホール搬入
口も地下に設け、地上の大ホール搬入口と分
離し、２つの搬入動線を整理します。
・職員、関係者の出入口（楽屋口）には、演
者や楽団員がくつろげる、仙台フィルの拠点
として相応しいラウンジを設けます。通常は
表動線から視認されないよう配慮しますが、
震災メモリアル式典や祝祭時には開放し、メ
モリアルホールと一体的に利用できるような
計画とします。

車路と裏動線の考え方

・エントランスから大ホールへと至る動線上
で、様々な文化活動との偶発的な出会いを
図るため、大ホールを北側に配置し、吹抜
けをまとう開放的なミチ空間に面して諸室
を設けます。
・ミチは、2 階、3 階レベルにも立体的に展
開し、交流イベントロビーから北西の道路
側へと通り抜けられる動線を確保します。
駅を使用する地域住民や大学生が、日常動
線として施設内を通り、文化活動に触れた
り、カフェ・レストランに立ち寄ったりす
るようなミチをつくります。
・曲がりくねりながら、イベントごとに入れ
替わる南北の様々なミチは、駅から国際セ
ンターにまで至る大きな流れをつくります。

施設内を通り抜ける日常動線
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大ホールに移動してサラウンド形式に切り替わる移動客席は、
普段はメモリアルホールに設置し、講演会やミニコンサート
として利用する 職員用出入口も駅からの

アクセスが良い位置に計画

ミチから中の様子が
よく見える工房

工房・ワークショップ
への搬入

集合場所になるため
エントランスから
分かりやすい位置に計画

屋根間の段差はハイサイドガラスとし、
自然採光を図る

吹抜けを風と視線が通り抜ける空間構成

吹抜けを介して視認性の良い位置に
ワークショップゾーンを設ける

ホール不使用時は、ミチとして表動線に接続
ホール利用者を高揚させるような高天井の空間

大ホールのサラウンド形式切替用の移動式客席を常設使用
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西公園 広瀬川

中ノ瀬橋

東北大学

博物館
追廻

南北の通りミチ

まちへの方向性

1F（計 8,262 ㎡）
　交流イベントロビー
　受付
　WC( 男・女・多目的ホール）
　音楽リハーサル室
　リハーサルラウンジ
　舞台芸術リハーサル室
　メモリアルホール
　裏方ラウンジ
　大ホール
　ホワイエ
　楽屋等
　搬入ヤード
　小ホール
　災害文化創造支援・発信センター

2F（2,883 ㎡）
　カフェ
　ホワイエ
　音楽リハーサル室
　仙台フィル事務局
　屋外ステージ
　大ホール客席
　練習室群
　舞台芸術リハーサル室
　その他共用部・階段室

1,010 ㎡
128 ㎡
164 ㎡
286 ㎡
300 ㎡
330 ㎡
531 ㎡
300 ㎡
2,068 ㎡
627 ㎡
825 ㎡
138 ㎡
597 ㎡
958 ㎡

140 ㎡
190 ㎡
286 ㎡
28 ㎡
116 ㎡
234 ㎡
698 ㎡
331 ㎡
860 ㎡

3F（3,161 ㎡）
　レストラン
　クワイエットスペース
　子供のための空間
　ワークショップスタジオ
　ホワイエ
　大ホール客席
　制作工房等
　その他共用部・階段室

183 ㎡
409 ㎡
299 ㎡
380 ㎡
190 ㎡
216 ㎡
296 ㎡
1,190 ㎡

17,744 ㎡

地階（計 3,438 ㎡）
　駐車場
　奈落
　倉庫等
　オーケストララッピト
　機械設備室
　入水ポンプ室
　搬入ヤード
　荷捌場
　舞台装置

975 ㎡
400 ㎡
388 ㎡
100 ㎡
814 ㎡
144 ㎡
333 ㎡
104 ㎡
180 ㎡

延床面積

め、二項対立的な「舞台⇔客席」の緊張感から解放された空間を目指し
ます。そのために私たちは、建築と舞台の原初的な構成要素を見直し、「ハ
シラ」「サジキ」「ミチ」に基づく建築・ホールの在り方を提案します。

心理的な効果を持ってきました。能楽においても、4 つの柱が観客の視

方向に発生する場こそが、音楽・舞台はじめとする芸術文化を存分に享

流や創造的取組の拡大を図ります。単なる諸室の廊下ではなく、ハシラ・

気になる魅力的な動線を実現します。

えながら連なることで、大ホールのフライタワーの高いボリューム感を

ることで、細やかな動線計画と案内が可能となりまることで、細やかな動線計画と案内が可能となりまることで、細やかな動線計画と案内が可能となりまることで、細やかな動線計画と案内が可能となりまることで、細やかな動線計画と案内が可能となりま

ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。ち合わせなど、自ずと周りに滞留空間が生まれます。

方向の柱の並びが象徴性を帯び、心の拠り所となる方向の柱の並びが象徴性を帯び、心の拠り所となる

を実現し、多様な空間用途に対応可能な大空間をつくります。

・大ホール、小ホールのホワイエは、使用していないときは表動線とつ

め、様々なゾーニングに
柔軟に対応できます。柔軟に対応できます。柔軟に対応できます。

常に通行可能な東側のミチと一体化することで、表動線のシークエンス

かにまちと対峙する方向性をつくり出しています。この方向

瀬川越しに仙台のまちを臨み、思いを馳せることができます。

ラスから自然光を室内に取り込むとともに、メインのエントランスとな

軽減し、広瀬川から青葉山へと続く木々の景観に馴染む形態とします。

ながるミチとなります。さらに大ホールについては、オーケストラピッ

とリンクした分かりやすいプログラムを実現します。

・大ホールのサラウンド形式を実現する移動式客席は、地下に収納せず、横移動して中央の「メモリアルホー

で、様々な文化活動との偶発的な出会いを

けをまとう開放的なミチ空間に面して諸室

・ミチは、2 階、3 階レベルにも立体的に展

線として施設内を通り、文化活動に触れた
駅を使用する地域住民や大学生が、日常動

り、カフェ・レストランに立ち寄ったりす

一般車両と搬入車両の車路を分離することで

・職員、関係者の出入口（楽屋口）には、演

震災メモリアル式典や祝祭時には開放し、メ

安全性を高め、スムーズな搬入経路を実現し

者や楽団員がくつろげる、仙台フィルの拠点
として相応しいラウンジを設けます。通常は

モリアルホールと一体的に利用できるような

るようなミチをつくります。

開し、交流イベントロビーから北西の道路

モリアルの式典の場や、小ホール舞台・舞台芸術リハーサル室との一体的な利用を想定しています。
ル」に常設します。メモリアルホールは、日常的にミニ劇場・ロビーとして使用されるだけでなく、震災メ

サジキの間を縫いながら、奥性を持ったミチとすることで、先の活動が

から、個々の領域を繋ぐ動線を設けることで、文化と文化、人と人の交

受するのに相応しいと考えています。

配置することで、空間を緩やかに分け、多様な活動の下地を用意します。

性質も持ち合わせています。このように「見る・見られる」の関係が双
方向に発生する場こそが、音楽・舞台はじめとする芸術文化を存分に享

古来より建築の柱は、空間の分割、視線・動線の操作といった視覚的・古来より建築の柱は、空間の分割、視線・動線の操作といった視覚的・古来より建築の柱は、空間の分割、視線・動線の操作といった視覚的・

ることで、夏季の空調負
荷を低減します。また、

触れないことで、舞台お触れないことで、舞台お触れないことで、舞台お

【音環境】：コアと外壁・

ろしの発生を防ぎます。

屋根の間が空気層となる

ての十分な遮音性能を確

大ホール 大ホール

小
ホール

小
ホール

大小ホール使用時のミチの変化


